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（第２号様式）   
令和７年４月８日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立生田高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①アクティブ・
ラーニングの視
点とユニバーサ
ルデザイン授業
の視点により、
ハ イ テ ン ポ で
「 力 の 付 く 授
業」を構造化す
る。 
②科学的・論理
的な思考力・判
断力・表現力、
問題発見・解決
能 力 （ 探 究
力）、自学力を
育成する。 
③「個別最適な
学び」と「協働
的な学び」の一
体的な充実によ
り能力を伸長さ
せる。 

①公開研究授業
や研究協議を通
して、「個→協
働→個」「内化
→外化→内化」
の構造を持つ授
業に組織的に取
り 組 み 、 思 考
力・判断力・表
現力を高める。 
②③情報利活用
推進委員会及び
理数教育推進プ
ロジェクトチー
ムの活動の充実
を図り、組織的
な授業改善や探
究的な学び、一
人一台端末の活
用 の 充 実 を 図
る。 
 

①各授業において、本
時の目標となる「問
い」＝思考・表現・判
断を伴う「問い」の工
夫を行い、グループワ
ークの充実を図る。 
②令和７年度から設置
する理数探究基礎の学
習内容、授業形態等を
決定する。 
③スマートフォンでは
できないＩＣＴ機器を
活用した学習活動を促
進し、組織的に授業改
善を行う。資料や説明
スライドの提示や読
解、授業のまとめの文
章 入 力 、 Google 
Workspace の利用によ
る協働学習等、一人一
台端末の活用の拡充を
図る。 

①生徒による授業
評価項目５（他者
との思考の共有・
深化について）及
び６（課題解決に
ついて）の「４」
の回答が 40％以上
に な っ た か 。 ま
た、能力育成の指
標の１つとして、
ルーブリック評価
を活用できたか。 
②理数探究基礎の
学習内容、授業形
態等を決定できた
か。 
③生徒による授業
評価項目８（ＩＣ
Ｔ の 活 用 に つ い
て）の「４」の回
答が 40％以上にな
ったか。 

❶授業評価項目５及び６の「４」
の回答がそれぞれ41％、43％とな
り、各授業において思考力・判断
力・表現力を高める活動が実践さ
れている。「個→協働→個」「内
化→外化→内化」の構造を持つ授
業づくりに組織的に取り組み、11
月の研究授業実施後の教員アンケ
ートの結果からも、授業改善への
知見を得ることができたという回
答が多数を占めた。また、生徒の
授業の振り返りにルーブリック評
価を活用した。 
❷理数探究基礎の授業形態等を決
定できた。 
❸授業評価項目８の「４」の回答
は39％と目標にあと一歩及ばない
ものの、タッチペンの導入等によ
り着実に一人一台端末の活用は進
んでいる。 

❶❸アクティブ・ラーニ
ングの視点とユニバーサ
ルデザイン授業の視点及
び教科における探究的な
学びを深める必要があ
る。新たな試みとして、
各教科の生徒による授業
評価アンケートの結果の
３年間の推移に着目し、
分析を行い、授業力向上
に向けた具体的な手立て
について検討し、次年度
の授業実践における組織
的な授業改善を図る。ま
た、ルーブリック評価の
手法を研究していく。 
❷次年度については、令
和７年度生の２年次の理
数探究について、授業形
態等を決定する。 

❶❷❸アンケート（魅力と
特色ある県立高校づくり・
生徒による授業評価）の結
果や日々の教育活動を通じ
て、教職員が地道に取り組
んだ努力が成果として現れ
ている。 

❶研究授業や研究
協議、授業実践を
通じて、生徒によ
る授業評価の結果
を基に、生徒の資
質能力および教員
の授業力の向上が
組 織 的 に 図 ら れ
た。また、ルーブ
リック評価を活用
した。 
❷理数探究基礎の
授業形態を決定す
ることができた。
また、教員研修な
どを通じて、仮説
の重要性など、科
学的な視点を持つ
ことができた。 
❸資料のPDF化やタ
ッチペンの導入に
より、一人一台端
末の活用が進展し
た。 

❶各教科で検討した
授業力向上のための
具体的な手立てにつ
いて、計画的かつ組
織的に実施する。 
❷SSH の指定に向け
て、組織体制を確
立、申請の準備を加
速させる。書の作
成、２年次の理数探
究に関する授業形態
の決定を行う。ま
た、各教科における
探究的な学びを一層
深めていく。 
❸情報利活用推進委
員会及び各教科にお
いて、BYOD 端末を使
った学習活動を促進
し、生徒による授業
評価の数値の向上や
組織的に授業改善の
機運を高める。 

２ 
生徒指導・
支援 

●「全ての生徒
は支援を必要と
している」とい
う「神奈川の支
援教育」の原点
に立脚し、あら
ゆる教育活動を
「支援」の視点
か ら 充 実 さ せ
る。 

●「過ごしやす
い学校生活」を
送るために社会
生活上での規範
意 識 や マ ナ ー
等、自己指導能
力 の 育 成 を 図
る。様々な課題
を持つ生徒へ適
切に対応するた
め、教育相談体
制を充実させ、
報告、連絡、相
談が円滑に行わ
れ る よ う に す
る。 

①自転車乗車時のヘル
メット着用の啓発や登
下校時の交通安全指導
の充実を図る。  
②情報モラル教育を進
めるとともに保護者の
理解を促進する。  
③SSW やＳＣと連携
し、プッシュ型面談等
を通し、生徒との面談
の確保を図り、生徒理
解に努める。 

①自転車通学にお
ける安全運転への
意識やヘルメット
の着用率、マナー
が向上したか。 
②SNS 利用に関し、
生田メディアポリ
シーを理解させ、
情報モラルに対す
る意識を育てられ
たか。 
③サポートドック
を活用し様々な問
題を抱える生徒に
対応できる相談体
制、相談室の整備
が で き た か 。 ま
た、学年会が情報
の共有化にとどま
ることなく、ケー
ス会議的に行われ
たか。 

❶自転車運転免許証を発行して交
通ルールを守るように指導した。
また、PTAと協力して年２回近隣
の交差点等で交通安全指導を行っ
た。 
❷SNS等での誹謗中傷やいじめに
つながる書き込みについて、１年
生を対象に研修会を実施し、情報
モラルに対する意識を高めた。ま
た全校集会でも同様に理解を深め
た。 
❸サポートドックを実施して回答
結果からプッシュ型面談を行うな
ど、様々な問題を抱える生徒に対
応できる相談体制を充実させた。
ＳＣ、SSWの来校日を生徒・教員
に周知し、毎週学年会や生活支援
グループでケース会議的に情報共
有をした。 

❶自転車事故は、３件と
減少したが、通学時の自
転車事故を未然に防ぐた
めに引き続き、入学時に
交通ルールの筆記試験や
交通安全講話、PTAと協力
した自転車点検を実施す
る。道路交通法改正を受
けて、安全運転・交通ル
ールを遵守させる指導及
びヘルメット着用を促す
指導を推進する。 
❷大人の目に触れにく
く、問題行動を発見しに
くい SNS の利用につい
て、引き続き情報モラル
教育を推進していくとと
もに、保護者の理解と協
力を得て取組の効果を高
める。 
❸サポートドックで生徒
が抱える不安や悩みを確
実にキャッチし、様々な
問題を抱える生徒にＳ
Ｃ・SSWと教職員が情報共
有して組織的に対応して
いく。生徒相談体制を一
層充実させ、安心して学
校生活を送ることができ
るようする。 

❶多摩地区では自転車事故
が多くなっている。また、
学校付近の歩道が狭く交通
量も増えているので、更な
る自転車運転マナーの向上
や交通事故防止の指導をお
願いしたい。 

❶交通安全指導や
交通ルールテスト
を実施して交通ル
ールの順守やマナ
ー の 向 上 を 図 っ
た。ヘルメットの
着用については課
題が残る。 
❷SNS 等での誹謗中
傷やいじめにつな
がる書き込み、無
断写真撮影・掲載
について、随時ホ
ームルームで指導
を行うとともに、
全校集会を通じて
意識を高め、理解
を深めた。 
❸サポートドック
を実施し、SSW 及び
ＳＣと連携して、
教育相談に対応し
た。また、各学年
会で必要とされる
生徒に関する情報
を共有し、生徒理
解を深めた。 
 
 
 
 

❶自転車でのヘルメ
ット着用を促進する
具体的な方策の検討
や、PTA および百合
丘高校との合同交通
安全指導を通じて、
登下校時の交通安全
指導を一層充実させ
る。 
❷LHR などにおいて
外部講師によるワー
クショップを実施
し、情報モラル教育
を推進するととも
に、保護者の理解を
促進する。 
❸プッシュ型面談を
通じて、SSW および
ＳＣとの連携を強化
し、新たに面談週間
を設けることで、生
徒との面談時間を確
保し、援助ニーズの
高い生徒にきめ細か
な支援を行う。 



 

２ 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①あらゆる角度
から能力を伸長
させ、「不確実
で複雑な時代」
を生き抜く「主
体的な意志のあ
る 自 立 し た
『個』」の基盤
を育成する。 
②能力伸長を当
面の進路希望に
結実させる。 

①理数教育を推
進するために、
学際的なテーマ
の授業等を通し
て、「総合的な
探究の時間」と
各教科・科目と
の連携をさらに
深める。 
②能力伸長を促
進するために、
面談を活用した
進路指導の充実
を図る。 

①各教科・科目の学び
を探究的活動につなげ
る。また、ＩＣＴ機器
を活用して言語能力、
情報活用能力を育成す
る。 
②面談については担任
の負担軽減や質の向上
に向けて、指導のポイ
ントの共通化を進め
る。 

①「総合的な探究
の 時 間 」 と 各 教
科・科目との連携
がどの程度できた
か。 
②面談内容の共通
化や質の向上が図
れたか。 

❶昨年度から「情報Ⅰ」「数学
Ⅰ」については、探究活動で必要
な知識・技能を適切なタイミング
で指導できるよう再調整した。ま
た新たな試みとして、２学年で
は、KSP（かながわサイエンスパ
ーク）と連携することで、生徒が
研究者を直接訪ねて個別にアドバ
イスをもらったり、本校向けのワ
ークショップを企画・開催したり
することができた。１学年では全
科目で探究活動との連携を呼びか
けることで、７教科 15 分野にお
いて教科横断型で文理両道を体現
する探究グループを立ち上げるこ
とができた。 
❷各学年に「面談で取り扱う内容
（進路・生活等）」を事前に提示
し、全ての担任が生徒と話す内容
（必須事項）を明確にして面談に
臨むことで、組織的に対応し、進
路指導の充実を図った。１学年で
は新たに「学年・クラス懇談会」
を開催し、学校や学年の方針を一
斉に保護者へ説明したり、クラス
の保護者同士の情報交換を円滑に
したりすることで、担任の負担軽
減と進路指導の質の向上を両立さ
せた。 

❶各教科・科目の学びを
通して科学的・論理的な
思考力・判断力・表現力
を育成する取組を進めて
いく。まずは、「本時の
まとめ」「単元のまと
め」等に探究の視点での
「問い」を設定すること
を心がける。また、KSPと
の連携では、事前・事後
の生徒指導を行い、より
深い学びにつなげてい
く。 
❷面談実施後の情報収集
を行い、どのような面談
が必要かつ効果的なのか
検討する。 

❶明治大学との高大連携事
業において、生徒の積極的
な参加を促進してほしい。
探究活動における連携が深
まっていることは非常に良
い流れである。 
 

❶教科横断型で文
理両道を体現する
探究グループを立
ち 上 げ た 。 各 教
科・科目における
探究的な学びの実
践を図る必要があ
る。探究活動にお
いてKSPとの企業連
携、明治大学との
特別講義、大学生
による探究活動の
助 言 指 導 を 通 じ
て、生徒の探究活
動が深化した。 
❷面談内容の共通
化 ・ 明 確 化 を 行
い、組織的に進路
指 導 を 充 実 さ せ
た。１学年は懇談
会を開催し、保護
者への説明と情報
交換を円滑にし、
担任の負担軽減と
進路指導の質向上
を両立させた。 

❶各教科・科目にお
いて探究的な学びの
実践を行う。新たに
実施する理数探究基
礎において、仮説検
証型の探究活動のプ
ロセスを確立し、生
徒の科学的論理的思
考力や問題解決能力
を養う。 
❷新たに面談週間を
設け、生徒や保護者
に対してより効果的
な内容や情報提供を
検討する。また、担
任の負担軽減や面談
の質向上を図るた
め、開催時期や副担
任の関わり方を具体
化することを検討す
る。 
 

４ 
地域等との
協働 

●保護者等、地
域の方、学識経
験者などの学校
運 営 参 画 を 促
し、育てたい生
徒像の共有と実
現 、 学 び の 充
実、資質・能力
の育成を図り、
社会に開かれた
教育活動を実現
する。 

●地域との交流
を促進し、社会
に貢献する資質
能力の育成とコ
ミュニケーショ
ン能力、協働的
な姿勢を育成す
る。 

①学校運営協議会の活
動を活性化させる。 
②地域貢献活動を全学
年で実施する。また、
新しい地域交流のあり
方を検討する。 

①学校運営協議会
を通じて、委員の
方に学校運営に参
画してもらうこと
ができたか。 
②地域貢献活動を
実施できたか。新
しい地域交流のあ
り方を検討できた
か。 

❶全３回の学校運営協議会では、
学校運営について、多岐にわたる
意見を頂戴し、連携を深めた。 
❷地域貢献活動（地域の清掃活
動）を全学年で実施し、学校全体
で地域の一員として社会に貢献す
る態度や資質能力を育成した。ま
た、放送部や写真部が地域のイベ
ントに参加・協力するなど、地域
交流が拡充された。長沢にこにこ
ハーモニーについては、地域主催
の形で 12 月に本校で実施し、盛
況であった。 

❶引き続き次年度も協議
会や部会において活発な
意見交換を行い、活動の
充実を図る。 
❷次年度も全学年で実施
する予定である。今後
も、生徒会や部活動等を
通して、地域との連携を
図っていく。 

❶学校運営協議会に関わる
ことで、学校の実態を知る
ことができ、大変有意義な
経験となった。また、事前
に資料を拝見することで、
協議がより深まった。次年
度も引き続き学校運営に参
画したいと考える。 
❷全校生徒による地域美化
活動、放送部や写真部の地
域イベントの協力、長沢に
こにこハーモニーでの会場
提供や部活動の参加など、
地域貢献活動の充実が図ら
れている。引き続き地域交
流をお願いしたい。 

❶委員の方に学校
運営に参画いただ
き、地域と一体と
なった特色ある学
校づくりを推進す
ることができた。 
❷地域貢献活動の
実施や各種イベン
トの参加により地
域交流の充実が図
れた。 

❶❷引き続き学校運
営協議会や地域貢献
活動の充実を図ると
ともに、それらの活
動を通して、理数教
育の推進や SSH の指
定に向けて取組を深
めていく。 
 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①一人一台端末
を有効活用する
ための施設・設
備等の充実を図
る。 
②働き方改革を
推進する。在校
等時間の縮減に
あたっては、全
体の時間の効率
化と個人の時間
の効率化の両立
を図る。 

①高等学校ＤＸ
加速化推進事業
により、施設・
設備等の充実を
図る。 
②働き方改革を
推進し、教職員
のワークライフ
バランスの充実
を通して、業務
の 効 率 化 を 図
り、教育力を向
上させる。 

①各授業において、タ
ッチペン利用とペーパ
ーレスを促進する。視
聴覚教室及びＩＣＴ２
教室の整備や特別教室
へのプロジェクター型
電子黒板の設置等、Ｄ
Ｘ加速化推進事業によ
り、施設・設備等の充
実を図る。 
②ノー残業デー、振替
ノー残業デーを推進す
る。スクラップ＆ビル
ドの視点をもって、業
務のスリム化・効率化
を図る。 

① 各 授 業 に お い
て、タッチペン利
用とペーパーレス
を促進できたか。
視聴覚教室及びＩ
ＣＴ２教室の整備
や特別教室へのプ
ロジェクター型電
子黒板の設置がで
きたか。 
②ノー残業デー、
振替ノー残業デー
が徹底できたか。
職員の在校等時間
が縮減したか。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

❶総合的な探究の時間において
は、ペーパーレスで授業を実施し
た。タッチペンを導入した 1 年生
では、授業担当者の６割が実施
し、ペーパーレスを基本とし、ペ
ーパーレス化を促進した。視聴覚
教室及びＩＣＴ２教室の整備や特
別教室に電子黒板機能付きプロジ
ェクターを設置した。 
❷管理職が率先してノー残業デー
や振替ノー残業デーを推進させた
結果、職員の在校時間は縮減して
いる。 

❶今後も組織的にタッチ
ペン利用とペーパーレス
を促進していく。次年度
もＤＸ加速化推進事業の
継続が予定されており、
ＩＣＴ１教室やバイオ室
の整備計画について検討
している。 
❷次年度に予定されてい
る職員室の設備大幅更新
を行う「オフィス改善」
を起爆剤に業務のスリム
化・効率化を伴った働き
方改革を強力に推進し、
組織全体の教育力を向上
させていく。 

❶❷ＤＸ加速化推進事業や
オフィス改善等を活かして
SSH の指定につなげていけ
ればよいのではないか。 

❶タッチペンの利
用によるペーパー
レス化の促進やＤ
Ｘ加速化推進事業
による施設・設備
の充実ができた。 
❷職員の在校時間
を縮減するこがで
きた。 

❶SSH の指定に向け
て、ＤＸ加速化推進
事業によるＩＣＴ１
教室やバイオ室の整
備を行う。 
❷７月に予定されて
いる職員室等の設備
更新を基盤として、
業務のスリム化と効
率化を伴う働き方改
革を強力に推進し、
組織全体の教育力を
一層向上させる。 

 


